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⾃治会は、何のために存在するのか

⾃治会の役割は、
住⺠⼀⼈ひとりが、余計な⼼配をせずに、
安⼼して暮らせる環境を、地域として保つことです。

災害や防犯、⽣活インフラ、情報の共有。

個⼈や⾏政だけでは⽀えきれない部分を、
地域で補うために存在しています。⾃治会は、

「頑張る⼈を集める組織」でも
「⾏事をやること⾃体が⽬的の組織」でもありません。
必要な機能を、無理なく、続けられる形で維持すること。



もし⾃治会があることで、

顔を知っている⼈が少し増えたり

⼦どもや⾼齢の⽅を、⾃然に気にかけ合えたり

いざという時に「声をかけられる場所」があったり

そんな関係が⽣まれたら、

とても嬉しいことだと思っています。

そのうえで、⼤切 にしたいこと









働き世代向け：何度もやる  から⼀度で済む  へ
シニア層向け：ムリのない形へ



防災防犯部を新設
拠点リーダーを設置し、
要⽀援の⽅をサポート
散歩ついでの「⾒せる防犯」



‧‧‧いずれも可能性として提⽰ 今後検討





※

※班⻑会が無い⽉は
 ⾃分のタイミングで
 会館に来て回覧準備





⾃治会を、無理なく続けられる形に
‧⾃治会は、暮らしの安⼼を、住⺠同⼠で⽀えるための仕組みです

ただ、役割が重くなりすぎていました

‧そのため今回、無理が⼀部の⼈に集中しない構造へ変える決断をしました
‧役割を絞り、仕事を減らし、ゆるサポや⼦ども会との連携で

関わり⽅を選べる形にします

‧続けられるからこそ、防災‧防犯や世代間のつながりなど、
⼤事なところを、しっかり強くできます

‧⾃治会運営側としては、
住んでいて安⼼できる状態を、⻑く保つことを⽬指しています

働き世代の⽅へ：⾃治会は、暮らしを⽀えてくれる側に変わります
シニア層の⽅へ：無理なく、安⼼して⻑く関われる⾃治会にします



よくあるご質問（Q&A）
Q. 22名で本当に回るんですか？
A.清掃外注や⼝座振替で「班⻑業」を減らすため、22名で回る設計です。

Q. 若い⼈にまた負担が集中しませんか？
A.役が回る周期を約22年まで⻑くし、「やらせ過ぎない構造」に変えま
す。

Q. デジタルが苦⼿な⼈は置いていかれませんか？
A.紙が必要な世帯は⾃治会側で把握し、紙でのやり取りを続けます。

Q. ゆるサポって、結局やる⼈が限られませんか？

A. やりたい⼈の想いを⼤事にしたいと思っています。


